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 金型や治具の部分的な耐摩耗性向上の方法として，金属積層造形技術の一手法である指向性エネルギー

堆積法の適用が期待されている。しかし，鉄基材上に超硬合金層を形成すると，レーザ加工に伴う急加熱

・急冷，凝固収縮，基材と超硬合金の材料特性の違いなどから層内部に亀裂が多く発生し，耐久性が課題

となっている。亀裂の抑制には，基材と超硬合金との急激な材料特性変化を緩和した傾斜組成化が有用と

考えられる。そこで，本研究では，超硬合金の炭化タングステン含有量が層形成に与える影響を調べると

ともに，鉄基材と超硬合金の間に炭化タングステン含有量の低い超硬合金層を挿入し，亀裂抑制の効果に

ついて検証した。実験の結果，超硬合金層に含まれる炭化タングステンの量が減少するに伴い層内部に発

生する亀裂数が減少することを明らかにした。また，傾斜組成層化が超硬合金層の亀裂抑制に有用である

ことを示した。  
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